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d点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

市 民 憲 章

わたくしたちは、美しい自然と豊かな吉
備文化にはぐくまれている総社市民です。
このことに誇りと責任をもち明るく豊か
なまちをつくることにつとめます。
１郷土を大切に
美しい環境をまもりましょう。

１生涯学び
明るい家庭をきずきましょう。

１たがいに助け合い
あたたかいまちをつくりましょう。

◎市の花/れんげ
◎市の木/もみじ
◎市の鳥/タンチョウ

読者のページ

読者の皆さんから届いたお便りなどを紹介します

n t e r v i e w

●

インタビュー

輝
い
て
い
る
人

岡
山
文
化
観
光
検
定
１
級
に
最
年
長
（
合
格
当
時
７７
歳
）
で
合
格
し
た

岡
山
文
化
観
光
検
定
１
級
に

最
年
長
で
合
格
し
た
の
が
池
上

宣
雄
さ
ん
（
７８
歳
）
だ
。

こ
の
検
定
（
岡
山
商
工
会
議

所
主
催
）
は
、
岡
山
に
関
す
る

多
様
な
知
識
を
問
う
も
の
で
、

１
級
は
難
易
度
が
最
も
高
い
。

同
検
定
の
２
級
合
格
者
を
対
象

に
今
年
初
め
て
実
施
さ
れ
た
。

歴
史
や
伝
統
行
事
、
観
光
な

ど
に
関
す
る
１
０
０
問
に
、
８０

問
以
上
正
解
す
る
と
合
格
。
記

述
式
が
中
心
で
、
短
い
文
章
で

答
え
る
出
題
も
あ
り
、「
人
名

な
ど
の
固
有
名
詞
を
漢
字
で
正

確
に
回
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず

苦
労
し
た
」
と
振
り
返
る
。

普
段
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観

光
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
。
８
年
前
、
知
人
に
誘
わ
れ
、

地
域
に
何
か
恩
返
し
が
で
き
た

ら
と
始
め
た
。
月
に
５
、
６
回

程
度
、
吉
備
路
風
土
記
の
丘
や

鬼
ノ
城
、
宝
福
寺
な
ど
を
案
内

す
る
。

「
総
社
や
吉
備
路
だ
け
で
な

く
、
県
下
一
円
を
勉
強
を
し
な

く
て
は
」。
よ
り
よ
い
ガ
イ
ド

の
た
め
と
、
検
定
を
利
用
し
て

知
識
を
会
得
し
て
い
っ
た
。
３

年
前
に
３
級
、
２
年
前
に
２
級

を
ク
リ
ア
し
た
。

本
は
好
き
で
よ
く
読
ん
で
い

る
そ
う
だ
が
、
１
級
の
出
題
範

囲
は
広
く
、
受
験
す
る
ま
で
の

３
か
月
間
、
一
生
懸
命
に
検
定

の
テ
キ
ス
ト
本
を
読
み
勉
強
し

た
。「
合
格
の
通
知
を
見
て
、

一
安
心
し
た
」。
家
族
に
は
、

「
年
の
割
り
に
は
が
ん
ば
っ
た

ね
」
と
、
言
わ
れ
た
そ
う
だ
。

「
熱
心
に
聞
い
て
く
れ
る
人

は
あ
り
が
た
い
し
、
や
り
が
い

が
あ
り
、
勉
強
に
な
る
」。
新

し
い
情
報
の
収
集
も
欠
か
さ

ず
、ガ
イ
ド
に
情
熱
を
傾
け
る
。

ガ
イ
ド
は
生
き
が
い
で
あ

り
、
健
康
増
進
に
も
な
る
と
い

う
池
上
さ
ん
。「
健
康
が
許
す

限
り
、
総
社
の
す
ば
ら
し
さ
を

紹
介
で
き
た
ら
う
れ
し
い
」と
、

目
を
細
め
る
。

池
上
　
宣
雄
さ
ん
（
井
手
）

健
康
が
許
す
限
り
、

総
社
の
す
ば
ら
し
さ
を
紹
介
し
た
い

タ
ン
チ
ョ
ウ
が
総
社
の
空

を
優
美
に
舞
う
こ
と
を

願
っ
て
、
今
年
３
月
、
吉
備

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
会
を
設
立
し

ま
し
た
。

会
で
は
、
市
の
鳥
・
タ
ン
チ

ョ
ウ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
ま
ち
の
活

性
化
に
も
つ
な
げ
た
い
と
、

９
月
の
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
さ
ん

こ
ん
に
ち
は
」を
皮
切
り
に
、

「
タ
ン
チ
ョ
ウ
写
生
大
会
」
、

１１
月
３０
日
の「
タ
ン
チ
ョ
ウ
ま

つ
り
」を
計
画
し
ま
し
た
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
写
生
大
会
は

１０
月
２５
日
、
下
倉
の
高
梁
川

河
川
敷
と
き
び
じ
つ
る
の
里

の
２
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
絵
の
具
や
ク
レ
ヨ
ン

を
使
い
、
か
わ
い
い
タ
ン
チ

ョ
ウ
を
画
用
紙
い
っ
ぱ
い
に

描
い
て
い
ま
し
た
。

新
た
な
会
員
を
募
り
な
が

ら
、
今
後
も
タ
ン
チ
ョ
ウ

の
Ｐ
Ｒ
と
愛
護
の
気
運
を

盛
り
上
げ
、
活
動
の
輪
を

広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
吉
備
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
会

川
西
孝
さ
ん
・
原
）

●

義
民
４
人
衆
を
ご
存

知
で
す
か
。
２
９

１
年
前
、
村
の
持
ち
山
の

存
続
と
村
人
の
暮
ら
し
を

守
る
た
め
、
命
を
か
け
た

直
訴
で
、
新
本
の
民
衆
を

救
っ
た
４
人
の
村
人
の
こ
と

で
す
。
新
本
地
区
で
は
毎
年

夏
に
義
民
祭
を
開
催
し
、
４

人
を
た
た
え
て
い
ま
す
。

義
民
祭
を
支
え
る
新
本
享

保
義
民
奉
賛
会
で
は
、
義
民

ゆ
か
り
の
地
を
今
一
度
巡
り
、

足
元
を
見
つ
め
直
そ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
１１
月
９
日
、

新
本
分
館
に
地
区
の
人
２０
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。

出
発
前
に
新
本
義
民
騒
動

を
お
さ
ら
い
し
、
お
墓
を
は

じ
め
、
住
居
跡
、
寄
り
合
い

場
、
村
人
が
密
か
に
義
民
を

祭
っ
た
う
し
が
み
さ
ま
な
ど
、

ゆ
か
り
の
地
９
か
所
を
訪
ね

ま
し
た
。
ゆ
か
り
の
場
所
が

人
里
か
ら
離
れ
た
場
所
や
山

中
に
多
く
、
直
訴
を
決
行
す

る
当
時
の
厳
し
い
状
況
を
し

の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
」や「
語
り
継
が
な

い
と
ね
」と
い
う
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

（
新
本
享
保
義
民
奉
賛
会

赤
木
春
夫
さ
ん
・
新
本
）

義民４人衆ゆかりの地を訪ねた参加者

タンチョウも、どんな絵を描い
ているのかなと近づいてきた




